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市
広
報
紙
９
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
市
屋

外
広
告
物
条
例
（
市
条
例
）

の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
11
月
１
日
（
日
）
以
降
に

市
内
で
屋
外
広
告
物
を
新
た

に
表
示
・
設
置
す
る
と
き

は
、
そ
の
場
所
や
規
模
で
、

市
条
例
の
新
た
な
許
可
基
準

の
許
可
を
受
け
る
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
県
屋
外
広
告
物
条
例
で
受

け
て
い
た
許
可
を
継
続
す
る

場
合
は
、
市
条
例
の
更
新
許

可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
（
こ
の
と
き
、
市
条
例
の

新
た
な
許
可
基
準
を
満
た
さ

な
い
場
合
は
経
過
措
置
あ

り
）。

＊
詳
細
は
、
市
ＨＰhttp://
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→
「
観
光
・
産
業
・

ま
ち
づ
く
り
」
→
「
ま
ち
づ

く
り
」
→
「
都
市
づ
く
り
」

→
「
屋
外
広
告
物
の
許
可
申

請
」
で
確
認
か
、
問
い
合
わ

せ
を

【屋外広告物の例】

　市では、私たちの暮らしと地域の景観との関わりについて、気付き、学べる講
座を開催します。
　市民のみなさんが、宗像の景観について語り、より多くの人に伝えたくなるよ
うに、さまざまなテーマを用意しています。ぜひ受講してください。

国
・
県
な
ど
か
ら

市
屋
外
広
告
物
条
例
が
ス
タ
ー
ト

景観まちづくり講座　受講者募集
受講
無料

　昨年４月からの消費税率引上げによる負担
を緩和するため、対象者に給付金が支給され
ます。
　対象者に該当する可能性のある人には、 
９月上旬に申請書を郵送しています。

●対象　平成27年度分の住民税が課税されて
いない人

＊課税されている人の扶養親族や生活保護受
給者は除く

●支給額　１人につき6,000円
●申請締切日
　平成28年１月15日（金）
■問い合わせ先
　健康課
　臨時福祉給付金担当　☎（36）9310

申請書が
届いている人は
早めに申請を！
臨時福祉給付金の支給申請

●
屋
外
広
告
物
と
は

　
常
時
か
、
一
定
の
期
間
継

続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示

さ
れ
る
も
の
で
、
広
告
塔
、

広
告
板
な
ど
で
す
。

　
営
利
を
目
的
と
し
た
商
業

広
告
だ
け
で
な
く
、
非
営
利

な
も
の
で
も
、
屋
外
で
公
衆

に
表
示
さ
れ
る
も
の
は
、
屋

外
広
告
物
に
該
当
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
維
持
管
理
課

☎
（
36
）
７
４
７
１

●日程・内容・講師　下表参照
●時間　10:00〜12:00
●場所
▽第１～５回＝
 市役所北館１階・103会議室
▽第６回＝宗像自治会館２階・大会議室（東郷）
●定員　各回50人
＊申込多数の場合は、市民、市内通勤者、市内
通学者を優先し、抽選で決定

●申込締切日　11月18日（水）

●申込必要事項　①住所②氏名③年齢④性別⑤
電話番号⑥メールアドレス⑦申込区分（市民、
市内通勤者、市内通学者、市外のいずれかを
明記する）⑧受講希望の回

●申込先
　都市計画課「景観まちづくり講座担当」
▽ハガキ＝〒811-3492／住所不要
▽ FAX（37）1242
▽メール tosikei@city.munakata.fukuoka.jp
■問い合わせ先　都市計画課　☎（36）1484

回 日程 内容 講師

第
１ 11月28日 開講式／オリエンテーション

「唐津街道の歴史と歴史的な建物のある風景」
有田和樹さん

（郷土史研究家）

第
２ 12月12日 公共建築と地域の景観 鮎川透さん

（環・設計工房代表）

第
３

平成28年
１月９日 郊外の計画住宅地と景観

柴田健さん
（九州大学大学院

人間環境学研究院助教）

第
４

同
１月23日 宗像の風景と地域ブランド

田北雅裕さん
（九州大学大学院

人間環境学研究院講師）

第
５

同
２月６日 農の風景と食文化 森千鶴子さん

（森の新聞社代表）

第
６

   同　 
２月27日

「文化遺産からはじまるまちづくり
～太宰府の市民遺産と景観～」まとめ／閉講式

城戸康利さん
（太宰府市文化財課副課長）

＊いずれも土曜日。４回以上出席した人に参加賞進呈

「臨時福祉給付金」を利用
した詐欺や個人情報の詐取
に注意してください

景
観
は
み
ん
な
の
も
の

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
紙
10
月
１
日
号
５
ペ
ー
ジ
「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」
の
中
で
、
高
校
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
正
〉
中
島
史
三
香
さ
ん
（
西
南
学
院
高
校
１
年
）　
〈
誤
〉
中
島
史
三
香
さ
ん
（
雙
葉
高
校
１
年
）　

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
ど
も
育
成
課　

☎
（
36
）
１
２
１
４

●
日
時
　
11
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
～
同
４
時

●
会
場
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

＊
駐
車
場
は
数
に
限
り
あ

り
。
公
共
交
通
機
関
の
利

用
を

●
対
象
　
市
内
の
源
泉
徴
収

義
務
者

●
持
参
品
　
事
前
に
送
付
す

る
年
末
調
整
関
係
書
類

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
香
椎
税
務
署
法
人
課

　
税
第
１
部
門

　
☎
０
９
２
（
６
６
１
）

　
１
０
３
１

年
末
調
整
説
明
会

暴
力
追
放

福
岡
県
民
大
会

●
日
時
　
11
月
27
日
（
金
）

午
後
２
時
〜
同
４
時

●
会
場
　
北
九
州
芸
術
劇

場
・
大
ホ
ー
ル
（
北
九
州

市
小
倉
北
区
室
町
１
・

１
・
１
）

●
内
容

▽
第
１
部
＝
式
典
（
暴
追
功

労
者
表
彰
な
ど
）

▽
第
２
部
＝
特
別
講
演
「
狙

わ
れ
た
自
治
体
～
鹿
沼
市

職
員
殺
害
事
件
の
教
訓
」

／
講
師
・
三
浦
一
久
（
下

野
新
聞
社
社
会
部
長
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
暴
力
追
放
運
動

　
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
６
５
１
）

　
８
９
３
８

●
対
象
　
県
内
在
住
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不

自
由
１
〜
５
級
）
を
持
つ

高
等
学
校
１
、
２
年
在
学

生
徒
（
定
時
制
の
場
合
は

１
～
３
年
生
）
か
、
平
成

28
年
度
に
高
等
学
校
に
進

学
を
希
望
す
る
中
学
３
年

生
▽
次
の
①
〜
④
に
該
当
す
る

人
は
対
象
外

①
高
等
学
校
３
年
、
中
等
教

育
学
校
の
最
終
学
年
、
定

時
制
課
程
４
年
に
在
学
す

る
生
徒
、
通
信
で
の
教
育

を
受
け
て
い
る
生
徒
、
高

肢
体
不
自
由
高
校

奨
学
生
募
集

等
学
校
の
別
科
、
専
攻
科

に
在
学
す
る
生
徒

②
就
学
継
続
に
支
障
が
あ
る

疾
患
の
あ
る
生
徒

③
生
計
上
、
奨
学
金
を
必
要

と
し
な
い
生
徒

④
特
別
支
援
学
校
の
高
等
部

に
在
学
す
る
生
徒

●
募
集
期
間
　
11
月
10
日

（
火
）
～
12
月
10
日
（
木
）

●
奨
学
金
　
年
額
３
万

　
５
０
０
０
円（
返
済
不
要
）

＊
奨
学
金
は
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す

●
提
出
書
類

▽
奨
学
生
採
用
願
書

▽
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の

推
薦
書

▽
前
年
度
の
課
税
所
得
証
明

書
か
源
泉
徴
収
票

＊
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
財
団
法
人
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内
）

　
☎
０
９
２
（
５
８
４
）

　
５
７
２
３


